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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨
　2．3年目看護師を対象に事例検討会を実施し、6ヶ月が経過した今、看護に対する意識の変化が見
受けられたため、意識の変化を分析し、事例検討の有効性を明確にする事を目的に、半構造化面接法
にて、面接内容を分析した。その結果、（！）家族との関わりを積極的に持つようになったり、患者の気
持ちを推し測った関わりや提案など、次に生かす努力が伺えた。（2）情報の取り方や患者の背景・経過
など、表面ではなく全体を見るようになり、自分から知ろうと努力していた。（3）カンファレンスでの
発言や提案が増え、ああしたらどうだろう、こうしたらどうだろうと思うようになっていた。（4）悩ん
でいる事を相談する事で、答えが返ってくる事を再認識し、自分も意見を言ってもいいんだと思うよ
うになっていた。事例検討は、自己の研究成果活用の促進因子に変化をもたらし、自己課題を明確に
するのに有効だった。また、看護観を深める事に有効だった。
　　　　　　　　　はじめに
　当病院の卒後教育は、段階的に集合教育を行って
いる。当病棟では、2年目看護師の教育を具体的に
明文化していなかった。「2年目看護師は、自分の看
護を発展させたいと思っている。しかし、その具体
的方法がわからないまま、多忙な業務に追われてい
る。また、行っている実践を看護行為として十分野
意義付けることができない。」Dと五十嵐らは言って
いる。
　今回、2・3年目看護師の質の向上と自己課題の
明確化を目的に事例検討会を計画し、それが病院全
体の2年目研修に組み込まれ実施した。6ヶ月を経
過した今、看護に対する意識の変化が見受けられる
ようになったため、事例検討会後の意識の変化を分
析し、事例検討の有効性を明確にすることを目的と
した。
　　　　　　　　対象と方法
！．研究対象：平成15年度、当病棟において事例検
討を行った2・3年目看護師（現在3・4年目）
　5名のうち退職者を除く4名（2年目3名、3年
　目1名）。年齢23歳2名、24歳2名。3年制短大！
名、3年制専門学校2名、4年生専門学校1名。
2．研究期間：平成15年11月17日～平成16年5月24
　日
3．研究方法
（D　半構造化面接法：杉山ら2）の研究成果活用の
　　促進因子を基に対象の発言を主体に面接した。
（2）分析方法：面接内容を遂語記録とし、2名で
　　内容分析した。
（3）倫理的配慮：対象者には、本研究の目的と内
　　容を説明し、プライバシーの保護と個人評価を
　　しない事を約束し、了承を得た。
　　　　　　　　　結　　果
面接調査の結果は、（資料1～4）
1．質問1～皿の患者に生かせるケァでは、患者や
家族との関わりを積極的に持つようになったり、
患者の気持ちを推し測った関わりや提案など、次
　に生かす努力が伺えた。
2．質問IV～Vの自己の成長と自信では、情報の取
　り方や患者の背景、経過など、表面ではなく全体
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　を見るようになっていた。また、自分から知ろう
　と努力していた。
3．質問VI～Wの活用へ導く意志と努力では、カン
　ファレンスでの発言や提案が増え、ああしたらど
　うだろう、こうしたらどうだろうと思えるように
　なっていた。
4．質問V皿～Xの病棟スタッフの認識では、悩んで
　いる事を相談する事で、先輩看護師から答えが返
　ってくる事を再認識していた。また、自分でも意
　見を言っていいんだと思えるようになっていた。
　これらは、全ての項目において効果が得られた。
　分析結果では、事例検討組すぐに掲げた自己課題
に対し、各自が課題達成に向けて歩んでいる姿が明
確になった。看護師Aは、患者の全体像を捉える事
の重要性を理解し、患者の今後の方向性や予後につ
いて考え、得た情報をスタッフ間で共有し、患者の
一番良い方法を選択する姿勢が現れている。また、
自己の看護観を深める事に繋がっていた。看護師B
は、患者や家族の思いを積極的に聞き、チームとし
ての看護に役立てようとする姿勢が現れていた。自
分から進んで調べたり、提案したりと、学習への内
発的動機づけに繋がったと考えられる。また、スタ
ッフに認められたという思いが、さらに意欲に繋が
り、成功体験を生み出す結果になったと考える。看
護師Cは、まだ自分の思いと実践できていない事を
自己評価できていた。そこから自己課題を明確にす
る事が出来、目標達成に向け頑張ろうという姿勢が
伺えた。自己課題が明確になった事と、様々な可能
性を考え提案し受け入れられる事で、仕事への意欲
に繋がり、「仕事が楽しい」という言葉になったと考
える。看護師Dは、自分の抱えていた悩みを解決す
る事ができていた。不安を持つ患者の言葉の裏側を
考え、患者がどうして欲しいのか、家族はどう思っ
ているのかを、常に患者・家族の立場になって考え
る事が出来るようになっていた。また、患者からの
感謝の言葉は、自分の行っている看護iを肯定付ける
ものであり、自信へと繋がったと考えられる。
　　　　　　　　　考　　察
　この面接調査の結果から、2・3年目の事例検討
において、研究成果活用の促進因子の全ての項目に
対し良い変化をもたらした。事例を通し、その行っ
た看護を振り返ることで、これで良かったのか、も
っとこうすれば良かったのではないか、もっと患者
や家族に踏み込んだ看護を実施すれば良かったなど、
様々な思いをめぐらせる事となった。また、それを
文章化しスタッフに発表する事で、他からの意見と
融合し、今後の方向陛を導き出せたと考える。その
結果、各個人個人で自己課題を明確にできた事が、
この半年間の成長に繋がったと考えられる。さらに、
事例そのものがスタッフ間で周知の事例であり、各
チームひいては病棟全体として考える機会となった
事は、先輩看護師の看護観を知る良い機会となり、
2・3年目看護師の看護観へ良い影響を与えたと考
えられる。
　佐藤は、「臨床能力を向上させることは、患者に対
して質の高いケアを提供できる事に繋がると考えら
れている。」3）と言っている。五十嵐らは、「その達
成のためにも臨床判断能力を評価することで、2年
目の看護婦自身が自己の課題を明らかにすることが
大切である。」1）と言っている。今回の対象者4名
は、自己課題を明確にするに至ったため、看護に対
する意識の変化に結びつく事ができたと考える。反
対に、事例検討で自己課題を明確にできなかった場
合、看護への意識の変化を導く事は困難だったので
はないだろうか。五十嵐らは、「教育する側は、無意
識で行っている行為を意味づけるための知識の必要
性に気づかせる事が、この時期は重要である。そし
て患者を個人としてとらえることの難しさと、その
必要性を実践の中で認識させてゆくことが、自己の
課題を明らかにできることにつながる。」Dと言って
いるように、教育する側の課題として、自己課題を
明らかにできるように関わって行く必要があると考
える。外蓋は、「語り手と聞き手とが直接的接触と相
互作用を通して見たり聞いたりすると同時に、見ら
れたり聞かれたりすることの参加の世界が必須であ
ると考える。すなわち、ある患者についての“情報
の切り取り”による一般化・普遍化への手段ではな
く、他者にとっての意味への唱和であると考える立
場から、語り手と聞き手が互いにたえずつくりあう
関係にこそ、〈事例検討〉の鍵がある。」4）と言って
いる。私たちは、互いに意見交換ができるような職
場環境を大切にし、病棟全体の看護の質の向上のた
めに、今後も意義のある事例検討を続けて行きたい。
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　　　　　　　　　結　　論
　2・3年目看護師の事例検討は、自己の研究成果
活用の促進因子に変化をもたらし、自己課題を明確
にするのに有効だった。また、自己課題を明確にす
る事が、看護観を深める事に有効だった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～半年後の面接謁1査から～
面接フォーム1〈質問項目別回答の概要〉　　資料1
面接データ 事例検討後6M面接日 H16．5．20面接時間 18：00～18：35
面接対象者 A
回答内容番号 質問項目別内容の概要（◇は分析対象）
質問1 リーダーをやったせいもあり、 〈全体を見なければならないと思った〉。＜その方
患 次に生かせる 向性を考えなければならないと思った〉。患者の事を考えるともう少し早く退院を
者 ケア 考えていけば良かったと思う。
に 質問1 肺癌の人や無ロな人に対し、 ＜早め早めにどう考えているか聞いてみるように
生 意識付けとなる なった〉。他患で退院を希望している人がいる。 1泊でも2泊でも治療は確かに
か ケア あるが、患者は受け入れているだろうか。＜先を見越して看護して行こうと思っ
せ た〉。
る 質問皿 〈早く家に帰れるように関わっている〉事が自分の中で一番大きい。〈家族は
ケ 役立つケア どう考えているのか〉。受け入れ態勢はどうかと聞くようになった。前は聞いて
ア いいのかなと思っていた。 〈聞く必要性が実感できた〉。患者ともここまでと
セーブする事があったが、聞く必要性がわかった。
自 質問w 〈普通の会話からでも聞けるようになった〉。ラフな感じから話していけるように
成己 自己の意識 なった。あらためて聞かなくても聞けるようになった。
長の 変化
と 質問V 〈患者や家族がどう考えているのか〉聞けるようになった。
自信 患者・家族理解
活 質問VI 化学療法が効いてからポートではなく、ポートを入れてから化学療法して退院
意用 病棟スタッフ できるように皆に提案したり、 ＜予後を考えて自分で意識的に考えるように
士　　へ’じ、 への働きかけ なった〉。
と　導 質問V皿 〈カンファレンスで発言したり、家族から聞いた方向性をスタッフに話したり〉
努く 病棟スタッフへ している。
カ の積極的な発言
病 質問皿 ターミナルの患者はすぐ戻るかもしれないが、 ＜自宅へ帰ることができるよう
棟 研究成果を になった事を皆で喜んでいる〉。
ス 認める
タ 質問Dζ スタッフも協力的にく自分の書いた方向になるようにしてくれている〉。
ツ 研究成果への
フ 協力
認の 質問X 事例検討して、癌の診断を受けた後、＜この人は今後どうしたいか確認でき
識 研究成果で るようになった〉。 ＜患者の予後がどれだけ短くてどれだけ大事か考える
生じる知識 ようになった〉。 〈自分の看護が見えてきた〉。
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面接フォームII〈質問項目別回答の概要〉 資料2
面接データ 事例検討後6M　面接日　　　H16．5」9面接時間17：30～18：10
面接対象者 B
回答内容番号 質問項目別内容の概要（◇は分析対象）
患 質問1 セデーション時、家族に話を何回も聞くようになった。＜その時その時の家族
者 次に生かせる の気持ちを聞けるようになった〉。
に ケア
生 質問∬ 何かあったときには、〈Drも混ぜて話し合ったり〉〈病状説明を組む〉など
せ 意識付けとなる 積極的にしている。
る ケア
ケ 質問皿 〈患者だけでなく、家族とコミュニケーションをどんどん取って行けるようになつ
ア 役立つケア た〉。
自 質問IV 〈ケースレポートが受け入れてもらえ〉、＜自分も意見を言っていいんだと
成己 自己の意識 思えるようになった〉。
長の 変化
と 質問V 基礎情報からもっと情報を取って、〈深〈聞けるようになった〉。
自 患者・家族理解 〈聞きたい事を目的をもって聞くようになった〉。
信
活 質問VI 〈病状説明を組んだり〉、〈聞いた情報を皆で共有できるようにしている〉。
意用 病棟スタッフ
士　　へ’巳、 への働きかけ
と　導 質問皿 〈カンファレンスで発言している〉。
努く 病棟スタッフへ
力 の積極的な発言
病 質問皿 〈自分の変化を先輩に言ってもらって嬉しかった〉。自分では意識していない
棟 研究成果を が、〈変わったと思う〉。
ス 認める
タ 質問医 〈気になる事は自分で調べて意見を言い、取り入れてもらっている〉。
ツ 研究成果への
フ 協力
認の 質問X 文献を探す時、〈色々な事に目を通し、勉強になった〉。
識 研究成果で
生じる知識
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・3年H看護師の事例検討後の意識の変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～半年後の而接lllll在から～
面接フォームII〈質問項目別回答の概要〉　　資料3
面接データ 事例検討後6M面接日 H16．5．18面接時間 18：10～18：43
面接対象者 C
回答内容番号 質問項目別内容の概要（◇は分析対象）
患 質問1 〈家族との関わりを次の課題にした〉。＜家族が来たら少しずつ話しかける
者 次に生かせる ようにしている〉。Drから病状説明後、そのまま治療を行っている。化学療法
に ケア など〈患者の選択権まで関わる事ができていない〉。
生 質問∬ 今まで話をしただけで終っていたが、今は〈濃い看護をしたい〉と思った。
か 意識付けとなる
せ ケア
る 質問皿 実感はないが、 〈少しでも役立てたいと思う〉。
ケ 役立つケア
ア
自 質問w 大部屋で話をしたりしているが、 〈きちんと面談をしたい〉と思っている。なか
成己 自己の意識 なか出来ていないのでこれからしたい。先輩からの情報はあるが、〈自分で
長の 変化 取った情報があまりないので早く近づきたいと思う〉。
と 質問V 〈受け持ち患者の事は自分が一番知ろうと思う〉。＜手が空いた時、患者の
自 患者・家族理解 所に行ってみたりしている〉。 〈まだ家族まではいっていない〉。
信
活 質問VI 〈薬の説明を早めに頼んだりしている〉。
意用 病棟スタッフ
士　　へ’じ、 への働きかけ
と　導 質問皿 〈気付いた時には提案するようにしている〉。 〈だんだん見えてきた〉。
努く 病棟スタッフへ 〈ああしたらいいのでは、こうしたらいいのではと思えるようになって来た〉。
力 の積極的な発言 〈仕事が楽しい〉。
病 質問皿 〈自分の意見に対し肯定的に言ってくれる〉。
棟 研究成果を
ス 認める
タ 質問Dζ 出来なかった事を言ったら、次にそうすればいいんじゃないと言ってくれた。
ツ 研究成果への ＜否定されなく、一緒に聞いて〈れる〉。〈自分にも自信がついた〉。
フ 協力
認の 質問X 〈出来なかった事を次の機会に実践しようとしたり〉、＜先輩の意見を取り
識 研究成果で 入れて出来るようになった〉。
生じる知識
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面接フォーム皿く質問項目別回答の概要〉 資料4
面接データ 事例検討後6M面接日 H16．5．20面接時間 16：55～17125
面接対象者 D
回答内容番号 質問項目別内容の概要（◇は分析対象）
患 質問1 〈話の聞き方の自分の心構えが出来るようになった〉。感情まかせで言って
者 次に生かせる いる時でも、〈自分なりに消化できるようになった〉。同じ症状の時、＜どう
に ケア して欲しいのか考え、先に提案できるようになった〉。
生 質問1 〈痛みの緩和など考えるようになった〉。〈家族とコミュニケーションをとったり
か 意識付けとなる するようになった〉。
せ ケア
る 質問皿 〈痛みの緩和については役立てている〉。
ケ 役立つケア 〈不安の訴えの人は、聞いてくれてありがとうと言われた〉。
ア
自 質問w 〈何でも真に受けていた所で苦しんでいた〉。Nsとしてみた時に、＜心が
己 自己の意識 軽くなった〉。自分だけと思っていた事が他のNsやDrも言われていた事が
成の 変化 わかった。何でこの人はこういう事を言うのか、 ＜背景や経過など表面じゃ
長 なく、全体を見るように意識するようになった〉。
と 質問V アナムニーシスをさらっと聞いていた。この事はくあとあと必要と思った事は
自 患者・家族理解 踏み込んで聞くようになった〉。患者がワーと言う人ならく家族はどうなのか
信 どう思っているのか〉を聞くようになった。
活 質問VI 介護認定などく皆で統一しませんかなど言っている〉。その方が患者にも
意用 病棟スタッフ いいし、看護師にもいいし。
士　　へ’巴、 への働きかけ
と　導 質問V旺 〈悩んでいる事を相談する事で、先輩から答えがくる事を再認識した〉。
努く 病棟スタッフへ 〈何も言わないのと、言うのでは全然違うと思った〉。
力 の積極的な発言
病 質問皿 ＜相談に乗って〈れたり、提案してくれたり〉。
棟 研究成果を 〈振り返れて良かったねと言われた〉。
ス 認める
タ 質問IX 〈意見に賛同してくれた〉。 〈肯定的態度で接してくれた〉。
ツ 研究成果への
フ 協力
認の 質問X 参考文献を通し、 ＜客観的な知識を得、一般的にはどうなのかと考えるように
識 研究成果で なった〉。
生じる知識
